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福島長期環境動態研究開発 

(2) 河川・ダム・河口域における放射性セシウムの移動挙動調査 
 鶴田忠彦・中西貴宏・舟木泰智 福島環境安全センター環境動態研究グループ 

概要 

調査の目的と方法 

実施状況 

●南相馬市から楢葉町にかけて太平洋に流
れ込む8つの河川水系を対象として，2012
年度から放射性セシウムの移動挙動に関
する調査を実施しています（関係自治体等
の皆様の要請により，適宜対象を拡大）。 

●河川，ダム，及び河口域において土砂や河
川水などの放射性セシウム濃度や，水質，
流速などの計測し，その結果から森林から
供給された放射性セシウムが，どのように
河口域に移動していくのかを理解すること
を目標としています。 

●調査の結果は，放射性セシウムの移動予
測モデルの入力や，検証のための情報と
しても活用されます（（3)を参照下さい）。 

調査エリア （※の河川では河口域調査は実施していません） 

●放射性セシウムは河川水系では，懸濁体と溶存態の2つの形態により移動します。 
●さらに，流れが遅くなる河川敷，川底，ダム底，海底面等に堆積します。 

●上記を踏まえ，主に以下の2つの特徴の把握を目的とした調査を実施しています。 
 ①放射性セシウムの移動の特徴 

②放射性セシウムの堆積の特徴 

河川水系で予想される放射性セシウムの動き 

河川：河川水・土砂流量観測 ダム：沈降粒子量・濁度観測 

河川：線量率測定・土壌試料採取 
ダム：湖面地形調査・ 
湖底試料採取 

河口：海底面地形調査・ 
海底試料採取 

①放射性セシウムの移動の特徴 【河川】 

高水時の流量・水位・懸濁物質濃度（請戸川） 

高水時（H26年台風19号）の河川水中の溶存態及び懸濁
態放射性セシウム濃度（請戸川） 

●河川の流量が増加すると，河川水中の懸濁物
質の濃度は増加しますが，溶存態の放射性セ
シウム濃度はあまり変化しません。 

●高水時でも，放射性セシウム濃度は飲料水基
準値（10Bｑ/L）を下回っています。 

実施状況（続き） 

②放射性セシウムの堆積の特徴 
【河川】 

河川横断面における放射性
セシウムの分布（請戸川） 

●台風などの高水時に河川水が到達
し（高水敷），かつ植生が繁茂した
場所に比較的厚く堆積することが分
かりました（●地点）。 

●やや水位が上昇した時に水が到達
する地点（左の2地点）は，上流から
の堆積と下流への浸食が繰り返さ
れるため，放射性セシウムの堆積
量は大きくありません。 

【ダム】 

ダム湖底試料の粒度と放射性セシウム濃度（大柿ダム，A：上流→H：下流） 

●上流側に放射性セシウムが厚く堆積す
る傾向にあることが分かりました。 

●放射性セシウム分布層の最下部に，
顕著なピークが認められますが，これ
らは原子力発電所の事故初期に形成
されたと考えられます（青点線）。 

●放射性セシウムの濃度が変化する層
は，粒子が比較的粗い砂の含有量が
多いことから，台風などの起因する高
水流量時に堆積したと考えられます
（赤点線）。 

まとめ 

【河口域】 

海底地形・海底土分布推定図（請戸川河口域） 

河口：海水濁度・流速観測 

【ダム】 
●上流にダムがある場合は，台風などの高水時でも上流からの土砂の流入が抑制されるた
め，懸濁物質濃度は低く，懸濁物質放射性セシウム濃度もあまり高くありません。 

●高水時は，上流部ではダム湖底面の流速がやや増加しますが，下流部では流速の増加は
認められません。そのことから，湖底面に堆積した土砂は巻き上がりにくいと考えられます。 

高水時（H26年台風19号）の懸濁物質濃度及
び態放射性セシウム濃度（請戸及び高瀬川） 

ダム湖内の上流部（上）と下流部（下）における高水時の流量
の鉛直方向分布（大柿ダム） 

●浮遊懸濁物質中の放射性セシウ
ム濃度は，事故後低下傾向にあ
ります（左）。 

●高水敷に堆積する放射性セシウ
ムの濃度も，上位になるほど低
下しています。 

●今後，時間の経過とともに，高水
敷の放射性セシウム濃度（≒空
間線量率）は低下していくことが
予想されます。 

高水時の浮遊懸濁物質の放射性セシウム濃度の経時変化（左）と，高水敷の放射性セシウムの深度分布（右） 

(kBq/kg) 

●放射性セシウムは，凹状の窪地を有する特異な海底地形を有する地点に堆積する傾向
があることが分かりました。 

●そのような地形は，沿岸から沖合約5kmにかけては，海底面の全体の1%未満であると推
定されました。 

海底土の放射性セシウムの鉛直分布（請戸川河口域） 

凹状窪地の柱状試料 それ以外の地点の柱状試料（例） 

●放射性セシウムの移動の特徴 
 放射性セシウムの主要な移動イベントと考えられる，台風などの高水時の移動の
特徴を把握しました。ダムがある場合は，移動が抑制されることが分かりました。 

●放射性セシウムの堆積の特徴 
 河川，ダム，河口域にかけて，放射性セシウムが比較的厚く堆積する場所は限ら
れており，かつそのような場所は予測できる可能性が高いことが分かりました。 

【河口域】 

●高水時に河川から供給された土砂
の多くは，河口から沖合3～4kmの
範囲に移動していくことが分かりまし
た。 

海底面から0.5m上の平水時（左：H26.10.31）と高水時
（右：H26.10.17；年台風19号）の濁度分布（請戸川河
口域） 

0 5km 

①放射性セシウムの移動の特徴（続き） 

平水時 高水時 

http://www.postersession.com/
http://www.postersession.com/
http://www.postersession.com/
http://www.megaprint.com/

